
1．重要な会計方針

　 （1）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券…購入時の取得価額によっております。

（2）消費税の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

2．基本財産及び特定資産の増減額及び残高

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

4．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 （単位：円）

LOMBARD ODIER 100,000,000 98,880,888 △ 1,119,112

合計 200,000,000 189,610,888 △ 10,389,112

評価損益帳簿価額 時価種類及び銘柄

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽｴﾇﾌﾞｲ 100,000,000 90,730,000 △ 9,270,000
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特定資産 普通預金 0 8,500,000 8,500,000

800,000,000 8,500,000 0 808,500,000

0

特定資産 0 0

総合計 808,500,000 800,000,000 8,500,000 0

　　奨学金助成金積立資産 8,500,000 0 8,500,000 0


